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こども取材教室「国立天文台野辺山宇宙電波観測所を探検しよう」　概要
主催

　信濃毎日新聞社
開催日時

　令和 7年（2025 年）4月 5日　12 時 30 分～ 15 時（予定）

内容

　　国立天文台野辺山宇宙電波観測所 西村所長との観測所内見学とこども記者クラブの
一員としての取材活動、当日の流れは下記の通りです。
　・受付・総合ガイダンス（記事の書き方など）
　・西村所長による、電波や宇宙、光と電波の違い、電波天文学の目的等の説明
　・観測所内の見学
　　　ミリ波干渉計についての説明
　　　45m電波望遠鏡と野辺山に誕生した理由の説明
　　　45ｍ電波望遠鏡内部（受信機室）の見学
　　　45ｍ観測棟の見学
　・西村所長の観測所の研究成果と未来についての講演および質疑応答

募集要項

　参加資格：小中学生（令和 7年度時点）、募集定員 20 名
　参加費用：無料

実際の参加者数

　参加者数：小中学生 18 名（保護者、同伴者を除く）
　参加地域：（長野県内および東京都など）

グラビアの解説

信濃毎日新聞社  主催
　こども取材教室
　「国立天文台野辺山宇宙電波観測所を探検しよう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JJ1MLQイベントレポート
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法規　令和７年 2月期　A問題 

［１］　次の記述は、無線局の変更検査について述べたものである。電波法（第１８条）の規定に照らし、 
　　　内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の１から４までのうちから一つ選べ。

①　電波法第１７条（変更等の許可等）第１項の規定により無線設備の設置場所の変更又は無線設
備の変更の工事の許可を受けた免許人は、総務大臣の検査を受け、当該変更又は工事の結果が同
条同項の許可の内容に適合していると認められた後でなければ、 　Ａ　 を運用してはならない。
ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

②　①の検査は、①の検査を受けようとする者が、当該検査を受けようとする無線設備について登録
検査等事業者（注１）又は登録外国点検事業者（注２）が総務省令で定めるところにより行った当該
登録に係る　 Ｂ 　を記載した書類を総務大臣に提出した場合においては、 　Ｃ　 を省略するこ
とができる。

　　注１ 電波法第２４条の２（検査等事業者の登録）第１項の登録を受けた者をいう。
　　　２ 電波法第２４条の１３（外国点検事業者の登録等）第１項の登録を受けた者をいう。

　　Ａ　　　　　　　　　　Ｂ　　　　　　Ｃ
１　許可に係る無線設備　　点検の結果　　その一部
２　無線局の無線設備　　　検査の結果　　その一部
３　無線局の無線設備　　　点検の結果　　当該検査
４　許可に係る無線設備　　検査の結果　　当該検査

電波法
第十八条　前条第一項の規定により無線設備の設置場所の変更又は無線設備の変更の工事の許可を
受けた免許人は、総務大臣の検査を受け、当該変更又は工事の結果が同条同項の許可の内容に適
合していると認められた後でなければ、許可に係る無線設備を運用してはならない。ただし、総
務省令で定める場合は、この限りでない。
２　前項の検査は、同項の検査を受けようとする者が、当該検査を受けようとする無線設備につい
て第二十四条の二第一項又は第二十四条の十三第一項の登録を受けた者が総務省令で定めるとこ
ろにより行つた当該登録に係る点検の結果を記載した書類を総務大臣に提出した場合においては、
その一部を省略することができる。

解答・解説
　正答は１である。参照条文は以下のとおり。

［２］　次に掲げる事項のうち、無線局の予備免許の際に総務大臣から指定されるものはどれか。電
波法（第８条）の規定に照らし、下の１から４までのうちから一つ選べ。

１　通信の相手方及び通信事項
２　空中線電力
３　免許の有効期間
４　無線設備の設置場所

A

B C
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無線工学　令和７年 2月期　A問題

解答・解説

　正答は２である。選択肢の正しい記述は以下のとおり。
２　衛星の電源には太陽電池が用いられるため、春分及び秋分を中心とした一定の期間には太陽電
池の発電ができなくなる時間帯が生ずるので蓄電池は搭載する必要がある。

〔２〕　次の記述は、対地静止衛星を利用する通信について述べたものである。このうち誤っている
ものを下の番号から選べ。

１　3 機の通信衛星を赤道上空に等間隔に配置することにより、極地域を除く地球上のほとんどの
地域をカバーする通信網が構成できる。

２　衛星の電源には太陽電池が用いられるため、年間を通じて電源が断となることがないので、蓄
電池は搭載する必要がない。

３　衛星通信では、一般に送信地球局から衛星へのアップリンク用の周波数と衛星から受信地球局
へのダウンリンク用の周波数が対で用いられる。

４　衛星通信に 10〔GHz〕以上の電波を使用する場合は、大気圏の降雨による減衰を受けやすい。
５　VSAT 制御地球局には大口径のカセグレンアンテナを、VSAT 地球局には小型のオフセットパ
ラボラアンテナを用いることが多い。

解答・解説
　正答は１である。空欄には A：並列、B：範囲内 、C：WiMAX、が入る。設問の空欄の埋めた記
述は以下のとおり。
（1）　OFDM 伝送方式では、高速の伝送データを複数の低速なデータ列に分割し、複数のサブキャ
リアを用いて並列伝送を行う。

（2）　また、ガードインターバルを挿入することにより、マルチパスの遅延時間がガードインターバ
ル長の範囲内であれば、遅延波の干渉を効率よく回避できる。

（3）　我が国の地上系デジタル方式の標準テレビジョン放送やWiMAXで採用されている。

　　Ａ　　　Ｂ　　　　Ｃ 
１　並列　　範囲内　　WiMAX
２　並列　　範囲外　　W－CDMA
３　直列　　範囲内　　W－CDMA
４　直列　　範囲外　　WiMAX

〔１〕　次の記述は、直交周波数分割多重（OFDM）伝送方式について述べたものである。 　　　内
に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

（1）　OFDM 伝送方式では、高速の伝送データを複数の低速なデータ列に分割し、複数のサブキャ
リアを用いて　 A 　伝送を行う。

（2）　また、ガードインターバルを挿入することにより、マ
ルチパスの遅延時間がガードインターバル長の 　B 　で
あれば、遅延波の干渉を効率よく回避できる。

（3）　我が国の地上系デジタル方式の標準テレビジョン放送
や　 C 　で採用されている。

A

B

C
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解答・解説
〔正答〕５
誤っている選択肢を正しくすると次の通り。
５　磁束密度の単位記号は、 〔 T 〕 である。

解答・解説
〔正答〕５
負荷に加える電圧を 〔V〕、流れる電流を 〔A〕、負荷の力率を とすると、負荷で消費する電力（有効
電力） P 〔W〕は、 P＝VI cosθ〔W〕となる。

これより、

航空無線通信士 無線工学　令和７年２月期
〔Ａ－１〕　次の記述は、電気磁気に関する単位記号について述べたものである。このうち誤ってい
るものを下の番号から選べ。

１　電界の強さの単位記号は、 〔V/m〕 である。　　２　インダクタンスの単位記号は、 〔H〕 である。
３　磁界の強さの単位記号は、 〔A/m〕 である。　　４　静電容量の単位記号は、 〔F〕 である。
５　磁束密度の単位記号は、 〔C/m2〕 である。

〔Ａ－２〕　図に示す交流回路の負荷の力率の値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、
負荷に加わる電圧Vの大きさを 100〔V〕、負荷に流れる電流 Iの大きさを 10〔A〕とする。

１　0.8
２　0.7
３　0.6
４　0.5
５　0.4

航空無線通信士 無線工学 試験解説 
令和７年２月期

法規・英語についても試験問題と解答を掲載します

P
VI

800
0.8

100×10
θcos = = =

V 
P＝800〔W〕（有効電力）

θ

I

V θ : 　と　の位相差I
cosθ : 負荷の力率

負  

荷
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解答・解説

〔正答〕１
（1）　平行平板コンデンサの静電容量の値は電極間に挿入する誘電体（絶縁体）の比誘電率に比例す
るため、 C2 の静電容量はC1 の静電容量の 6倍である。

（2）　直列接続されたコンデンサC1 と C2 に蓄えられる電荷量は等しく次式が成立する。

 　　　

　式①に（1）の結果の C2＝6C1を代入すると、

　

　式②より、

 　　　

 　V1＋V2＝14〔V〕であるので、式③を代入すると、

   　

　式④より、

　　　　　　　　  〔V〕となる。

よって、V1＝14－V2＝14－2＝12〔V〕

…②

…①

…③

…④

1 1 2 2C V C V=

1 1 1 26C V C V=

1 26V V=

2 26 14V V+ =

2
14 2
7

V = =

 

A - 1　次の記述は、図に示すように二つの平行平板コンデンサ C1 及び C2  を直列に接続し、両端に
直流電圧 V＝14 〔V〕 を加えたときの電圧等について述べたものである。 　　　内に入れるべき字
句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、C1 及び C2 の電極の構造 （面積、間隔、材質） は
等しく、電極間の誘電体の比誘電率 εr は、C1 では 1、C2 では 6 とする。

（1）　C2 の静電容量はC1 の静電容量の 　A 　倍である。
（2）　C1 と C2 に蓄えられた電荷の量は　 B　 。
（3）　C1 の電圧V1 は 　C　 〔V〕、C2 の電圧V2 は　 D 　〔V〕 である。
　　Ａ 　　Ｂ　　　　　　Ｃ Ｄ
１　6 　　等しい　　　　12  2
２　6 　　等しくない 　10  4
３　1/6 　　等しくない　　12  2
４　1/6 　　等しい　　　　10  4

令和 6年 12 月期　無線工学解説
〔30問 2時間 30 分〕

第一級アマチュア無線技士

εr = 1

εr = 6

V1 
V

C1 

V2 C2 

B
C D

A
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一アマ 無線工学　問題解答の勘どころ第９回

　二端子素子の抵抗やコンデンサなどの特性はインピーダンスやアドミタンスで表すこと
ができます。しかし、トランジスタや FET などの素子は四端子素子として扱うと都合が
よくなります。
今回は、第一級アマチュア無線技士の試験に出題される パラメータを話題にします。

（1）　図 1 に四端子回路を示す。端子 1 から入る電流と端子 1‘から出る電流が等しく、端
子 2 から入る電流と端子 2‘から出る電流が等しいとき、回路の動作は端子 1-1’ の電流
と電圧、端子 2-2’ の電流と電圧だけの関係で表すことができる。四端子回路において、
入力電圧 v1 、入力電流 i1 、出力電圧 v2、出力電流 i2 の四つの変数のうち二つを与え
ると他の二つが決まる。どの二つを
与えるかにより 6 通りの組み合わせ
ができる。h パラメータは 6 通りの
組み合わせの一つである。ここでは、
Ｚパラメータと h パラメータの二つ
を紹介する。

（2）　Ｚ（インピーダンス）パラメータ
　Zパラメータは次のように定義される。

 　　

　式①は次のように書ける。

 　　　　　

　式②から、 i2＝0（出力端開放）にすれば、

 　

i1 i2

i2

i1
v2v1

図 1　四端子回路

一アマ無線工学の勘どころ 第９回

吉村和昭

…①

…②

…③

…④

1 11 12 1

2 21 22 2

v z z i
v z z i
     

=     
     

1 11 1 12 2v z i z i= +

2 21 1 22 2v z i z i= +

1
11

1

vz
i

= （入力インピーダンス）
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